
八戸市地域公共交通総合連携計画の総括
単位：円

事業名 概要
市負担金
ベース

H21 H22 H23 H24 計
H24年度までの
評価・課題

H25年度の
方向性

H25
（見込）

事業費 0 0 0 0 0 0

事業内容
八太郎幹線
軸の等間隔
運行

中居林、
ニュータウ
ン、多賀台
の検討

中居林、
ニュータウ
ン、多賀台
の検討

中居林、
ニュータウ
ン、多賀台
の検討

－
路線バス連絡調
整分科会におい
て協議する。

事業費 0 823,673 795,710 498,089 2,117,472 500,000

事業内容
小型乗合交
通実証実験
実施・検討

八戸駅発深
夜小型乗合
タクシー実
施

八戸駅発・
中心街発乗
合交通実施

八戸駅発深
夜小型乗合
タクシー実
施

－

シンタクン及び
中心街発乗合交
通について、本
格運行を実施す
る事業者の行う
周知・広報業務
を支援する。

事業費 321,700 97,500 376,425 369,600 1,165,225 360,000

事業内容
ﾁﾗｼ・ﾘｰﾌﾚｯ
ﾄ作成、web
作成

ﾁﾗｼ・ﾘｰﾌﾚｯ
ﾄ版下作
成、web更
新

ﾁﾗｼ・ﾘｰﾌﾚｯ
ﾄ作成、web
更新

ﾁﾗｼ・ﾘｰﾌﾚｯ
ﾄ作成、web
更新

－

時刻表等の改定
に合わせたチラ
シ・リーフレッ
トの作成

事業費 0 3,125,241 3,499,699 598,500 7,223,440 0

事業内容 実施検討
運行負担金
の支出

運行負担金
の支出・沿
線住民ＭＭ

沿線住民Ｍ
Ｍ

－

地域や学校、沿
線企業と連携し
て、既存路線の
利用促進や利便
性向上を図るた
めに行う事業者
等の取り組みを
支援する。

事業費 0 0 385,500 124,000 509,500 120,000

事業内容 実施検討 実施検討

上限運賃化
実証実験の
実施、運賃
表示機等改
修、まちパ
ス300発行

まちパス
300発行

－
まちパス300に係
る乗車券・チラ
シを作成する。

事業費 58,780 374,325 0 0 433,105 0

事業内容
ｷｬﾝﾊﾟｽ4乗
車券・ﾁﾗｼ
印刷

金ﾊﾟｽ10乗
車券・ﾁﾗｼ
印刷

ｷｬﾝﾊﾟｽ4継
続実施

ｷｬﾝﾊﾟｽ4継
続実施

－
事業者において
乗車券・チラシ
等印刷

事業費 0 0 0 0 0 0

事業内容 － － － － －
運賃体系再構築
プロジェクトと
して実施

事業費 335,490 585,315 735,203 971,250 2,627,258 1,200,000

事業内容

2009年版
作成
2010年版
作成

2010年版
作成
2011年版
作成

2012年版
作成

2013年版
作成

－
Ｈ26年度版バス
マップを作成す
る。

事業費 398,160 0 0 0 398,160 0

事業内容
ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ設
定、LED・
方向幕更新

－ － － － －

事業費 0 2,966,600 0 0 2,966,600 0

事業内容 －

中心街バス
停改修・路
線情報モニ
タ設置

－ － － －

事務費 17,970 27,346 50,463 32,182 127,961 20,000

1,132,100 8,000,000 5,843,000 2,593,621 17,568,721 2,200,000

一定の成果のもと
に事業終了。

一定の成果のもと
に事業終了。

中居林、ニュータ
ウン、多賀台等の
幹線軸における等
間隔運行に向けて
検討する。

シンタクンの周知
広報を実施すると
ともに、継続の可
能性を検討。
中心街発乗合交通
の本格運行の可能
性の検討。

路線情報や時刻表
等毎年度更新しな
ければならないた
め、引き続き実施
する。

沿線住民当に対す
る問題意識を持っ
てもらい、沿線企
業を含めた地域で
支える公共交通を
実践する。

プロジェクトとし
ては休止し、別途
周知広報や実態調
査を実施してい
く。
八戸市中心街1日フ
リー乗車券（まち
パス300）の継続を
検討する。

キャンパス４につ
いて、事業者主体
で継続実施。

事業３－１
運賃体系再構
築プロジェク
ト

事業１－１
市内幹線軸等
間隔運行・共
同運行化プロ
ジェクト

市内幹線軸における等間隔
運行を実施するとともに、
実施効果が見込める路線に
ついては、共同運行化を検
討・実施する。

現在の運賃区界を改定し、
細かすぎない運賃制度を設
定しつつ、中心街等での乗
継に配慮した仕組みを構
築。

チラシ・リーフ
レットの作成のほ
か、ウェブによる
告知を実施した。

沿線住民に対する
モビリティマネジ
メントを実施する
も、沿線住民等を
交えた協議を行う
には至っていな
い。

八太郎の等間隔運
行を実施。ただ
し、八太郎以外の
幹線軸における等
間隔運行に着手で
きなかった。

合　　計

事業３－３
定期券の使い
やすさ向上プ
ロジェクト

運賃体系再構築にあわせ、
使いやすいフリー定期券等
について検討する。

事業１－２
小型乗合交通
ビジネスモデ
ル化プロジェ
クト

夜間や休日の小規模需要時
間帯における乗合交通の導
入を検討、実施する。

事業１－３
等間隔運行路
線情報戦略プ
ロジェクト

等間隔運行実施済路線（市
内幹線軸）の主要停留所に
おいて、共通時刻表・路線
図・路線案内の掲出を行う
とともに、紙・ウェブ媒体
による周知広報を実施す
る。

事業２
「育てる公共
交通」（協働
交通）構築プ
ロジェクト

主に市単独補助路線などを
対象に沿線住民の積極的関
与を前提とした運行スキー
ムへの転換を図る。（る
るっぷ八戸線への運行負
担）

中心街を青空ター
ミナルとみたて、
バス停を改修。ま
たはっち内に路線
情報モニタを設
置。

路線ナンバリング
を設定し、ＬＥＤ
や方向幕を回収し
た。

八戸駅発シンタク
ンの実証運行を実
施。期待に反して
採算ベースにのっ
ていない。中心街
発乗合交通は今後
の経過次第。

圏域・市内におけ
る上限運賃化実証
実験を実施し、分
かりやすい運賃に
改定。
八戸市中心街1日フ
リー乗車券（まち
パス300）の実施。

毎年度、路線情報
の改定に合わせた
バスマップを作
成。

大学生限定と金曜
日の10時以降限定
の企画乗車券を発
行した。

運賃体系の再構築
に併せて、中心市
街地のフリー乗車
券（まちパス300）
を発行。（事業３
－１再掲）

八戸市中心街1日フ
リー乗車券（まち
パス300）の継続を
検討する。（事業
３－１再掲）

来年度も引き続き
改定された情報を
掲載して作成す
る。

事業４－３
来街者対策バ
ス情報案内プ
ロジェクト

中心市街地及び八戸駅およ
び本八戸駅等を対象に路線
バスの利用案内に関する案
内表示等を整備する。

事業３－２
企画乗車券企
画・商品化プ
ロジェクト

事業者ごとの一日乗車券
や、インパクトある企画乗
車券の商品化を検討する。

事業４－１
「バスマップ
はちのへ」発
行プロジェク
ト

公共交通活性化プログラム
事業により東北運輸局が作
成したバスマップの提供を
開始するとともに、モビリ
ティ・マネジメント施策と
しての活用策を検討する。

事業４－２
路線ナンバリ
ング設定プロ
ジェクト

路線ナンバリングを設定
し、ＬＥＤ・方向幕を改
修・更新する。

資料３－２ 


